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大会企画シンポジウム l

『予防接種被害ど心理学の役割』

。日時と演者

日時 2010年9月11日(土) 13 ・ 45~15 : 45 

基調報告:

1)栗原 敦 (MMR被害児を救援する会)I薬害 ・予防接種禍l号事件の検証」

特集

2) 田井中克人(ジフテリア予防接種禍事件研究会)Iジフテ リア予防接種禍事件の被害調査について」

3)和気正芳(高エネjレギー加速器研究機構)Iジフテリア予防接種禍事件の真実」

指定討論:

1)村上正裕(大阪大谷大学薬学部)I予防接種被害の薬学的 ・社会心理学的研究と薬害教育」

2) 問中真介(京都大学)I予防接種被害による重度障害の実態と療育生活」

企画 ・司会:田中真介(京都大学)

。企画の趣旨とシンポジウムの概要

第2次位界大戦後間もない 1948年に，ジフテリア予防接種によって死亡者が京都で68名，島根で 16名，重

症者は総計1，000名以上に及ぶ世界史上最大の予防接種事故が起こった。終戦直後，日本の子どもたちの健康

状態を憂慮した進駐軍が，日本のすべての子どもたちにワクチン接種を行うよう通達を出したとされる。そ

れに対して日本政府は，罰金まで課する強力な予防接種法でこたえ，それが結果的に重大な死亡事{牛を起こ

すに至った。

当時，事件発生の原因はワクチン製造過程での無毒化のミスどされ，被害者にはわず、かな見舞金が支払わ

れて処理され，問題の全体構造や責任の所在は十分究明されないままに，被害児たちはその後の後遺障害に

苦 しむことになった。特に，厚生省の責任を問うような国家賠償請求の裁判は準備されたが提起されず，事

故は大阪日赤医薬学研究所でワクチンの製造にあたった技師の過失として処理され，国の責任は最初から問

題とされなかった。

2005年になって初めて， このジフテリア ・ワクチンの固定検定システムに重大な不備があったことが判明

し，また，事件発生後に法務庁が厚生省に，わずかな慰謝料によって被害者の訴訟提起を放棄させることを

指示 した内部文書を始めと して， 事件の真相解明に不可欠の重要な新資料が次々ど発見された。それによっ

て，予防接種法は箪事的要請や官僚の思惑の産物だったともいえることが明らかになった。この事件をいわ

ば|習に葬ることに成功してしまった厚生省は，その後， 多くの薬害事件を起こしながら， 1970年に種痘禍な

どが社会問題化するまで数多くの被害者を放置することになる 。 1989~何年に MMR ワクチン薬害事件でメ ー

カーの薬事法違反や被害拡大を未然に防止できなかったほか，スモン ・サリドマイドから， c型肝炎，イレツ

サへと薬害事件を繰り返すに至った。

シンポジス トらは，ジフテリア事件に関する歴史資料を発掘し，綿密な fIJTj~読を行って，この事件の裏に隠

されていた日本政府とアメ リカ政府の医療政策の問を浮き周5りに した。また，京都ど島根の被害者の遺族宅

を一軒一軒訪ね歩いて，時には訪問さえも断られながらも，被害を受けた方々の温かい励ましに支えられな

がら数年以上にわたるフィーjレド調査を行ってきた。それらの貴重なI次資料の精細な分析に基づいた研究成

果が本シンポジウムで紹介された。それらそもどに，子どもたちを病気から守り生命と発達を保障していく

ために， この国には何が必要なのか，このような被害を受けた子どもたちゃ家族に対してはどのような心理

学的 ・医学的 ・社会制度的な支援が必要なのかについて討議した。
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。総合討論

①回井τ1:1克人:おもに被害論，史的資料 ・実態調査の方法論の観点から

②和気正芳:おもに原因論，アメリカの位界政策，GHQ， 731部隊ど製薬企業の癒着の観点から

③栗原 敦:おもに予防接種論・被害救済論，他のワクチン被害の諸問題との関連性の観点から

( 15 ) 

④村上正裕・田中真介.ワクチン被害に対する薬理学的，心理学的および社会的な総合研究の課題ど展望

。参考文献

1) 回井 I: I~克人 1i'69人目の犠牲者 京都ジフテリア予防接種禍事件』ウインかもがわ (2003年)

2) 回井 I:~I克人 『京都ジフテリア予防接積禍事件 69人目の犠牲者』新風舎 (2005年)

3)和気正芳 11948年ジフテリア禍事件の原因論JIi'社会医学研究』第23号 (2005年)

4) 栗原敦 11948年京都・島根ジフテリア予防接種禍事例 ( 1)~(3)J Ii'新薬学研究者技術者集団(シクママ)新しい

薬学をめざして (3~5 月) Jl (2007年)

。講師プロフィール

・栗原 敦(くりはら あっし)・ 1953年新潟県生まれ。1983年 12月 4歳半の長男のおたふくかぜワクチ

ンの副作用被害に遭遇。 そのワクチンが 1 989年4月 ~1993 年 4月の MMR (新3種混合)ワクチン薬害事件を

起こしたことから同事件訴訟の支援に関わり， 1999年 10月の全国薬害被害者団体連絡協議会の結成に参画し

た。 MMR訴訟は2006年10月に終結，しかし，同事件の全体が検証されたわけではなく，現在も真相解明に

取り組んでいる。その過程で， 1993年頃，京都府立総合資料館で京都・島恨ジフテリア予防接種禍事件の公

的記録 『京都ヂフテリア橡防接種摘記録Jl(京都府衛生部， 1950) および事{牛当時の京都府庁文書の存在を

知った。国対中氏の著作刊行 (2003) を知り，翌年3月同氏に出会い， まるで旧知の間柄であるかのように会

話が弾んだ。(独)医薬品医療機器総合機構救済業務委員，厚労省「薬害を学び再発を防止するための教育に

関する検討会」委員などを務めながら，ワクチンや医薬品の被害ど救済の問題に取り組んでいる。

・田井中克人(たいなか かっひど)・『京都 ・島根ジフテリア予防接種禍事件』の存在を知る人は少ない。

報告者は生存被害者の一人である。幸いにも一人の医師に出会って一命は取り留められた。人は出会う人に

よって，運命が左右される。ましてや病人ど医師どの出会いは生死に関わる決定的な存在関係である。 しか

し報告者はその後の人生において， 事件を意識することも社会に訴えるこどもなく，齢を重ねた。34年間京

都市立洛|場工業高校の定時制機械不|で教鞭をどった。定年を3年残しての言わば中途退学であるが，原因は病

気による。事件調査の契機の委細は報告に委ねるとして， 2003年に 1i'69人目の犠牲者』と題するささやかな

一書を世に問うた。これが薬害の研究者や被害者 どの迎遁の出発どなった。歴史の閣の中に埋もれていた薬

害の原点を少し侃り起こすこどとなった。 しかしまだまだ解明することは残っている。微力ながら残された

時聞をこれに費やすことが，救われた命に対する報恩にほかならない。1947年，京都市に生まれる 0

・和気正芳(わけ まさよし): 1947年，京都市で生まれ 1歳のどきにジフテ リア予防接種を受け，残留

毒素による被害を受けるが一命を取り留めた。腕に傷が残り， 子どものときからいろいろど病気が絶えない。

勤務先である高エネルギー加速器研究機構は物理学の研究機関で、あり，著者も本業は物理学研究者なので，

心理学ども医学ども直接のかかわりはない。ジフテリア禍事件の解明に興味を持ち調べているが，次々と意

外な事実が見っかり，科学以外でも発見はあることに感動している。

ジフテリア関係の著作:

1) 11948年ジフテリア禍事件の原因論」社会医学研究，第23号.Bulletin of Social Medidne， No. 23， 2005 

2) 1なぜ予防接種は強制されたか」月刊むすぶ， 2006 {l三2号，NO.421. 

3) 1切り取られた映像」月刊むすぶ， 2006年3号， NO.422. 

4) 1空白の 10ヶ月 なぜ毒性予防接種液の検査合格が遅れたのか」月刊むすぶ， 2006年6号，NO.425. 

5) 1ジフテリア統計図表の虚構」月刊むすぶ，2006年7号，NO.426 
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。基調報告と討議の概要

・第1報告

薬害・予防接種禍第1号事件の検証

一京都・島根ジフテリア予防接種

被害事件の概要一

栗原敦

全国薬害被害者団体連絡協議会

(MMR被害児を救援する会)

キーワード:薬害，予防接種，ジフテリア

[研究の動機・目的]1983年4歳半の息子の身の

tに，任意接種おたふくかぜワクチンの副作用被害

=難治てんかん， 重度知的障害な どが発生，医薬品

副作用被害救済制度の障害年金I級受給!こ|二l。同ワク

チンは，予防接種行政上， 第2の薬害事件=MMR

ワクチン薬害事件へと発展 した。薬害史上，C型肝

炎事件のほかは，国はそれに匹敵する公的検証，結

果の公表をしていないが，なぜか 『京都ヂフテ リア

橡防接種禍記録~ (京都府衛生部， 1950)が存在 し

ていた。筆者に とってそれが調査の発端，動機の一

つであった。世界史上最悪の本事件被害者が「補償

法の制定も しくは予防接種法廃止」を求めたにもか

かわらず，救済の制度化は 1970年の閣議了解，

1976年法改正まで，なぜ待た されたのか。本事件

の原因がどこにあったのかを解明しつつ，予防接種

において必ず発生する被害者が何を望み，匡|や専門

家がいかに対処し，被害の回復，人権回復に取り組

んだのかなどの解明， さらには薬害 ・副作用被害防

止につなぎたい。真相解明は被害者 ・遺族の癒し，

真の救済，再発防止の前提であるから。

【方法]2002年，田安1:1'1:1氏により 裁判記録(京都

地検所蔵)ど遺族ら訪問を中心に始まった調査は，

2005年厚労省文書群の発見を機に， 京都府 ・京都

市 ・島根県の行政資料の把握，国会 ・地方議会議事

録検索などnへ広がり， 学会制i誌・新聞など刊行物，

GHQ/SCAP文書の検索，映像資料発見へと深化。

悉皆調査を目指してきた(京都市文書，プランゲ文

庫の調査は今後に)。それらを総合的に検討した先

行{肝究はなかった。また， 多様な構成員による京都

島根ジフテリア予防接種禍事件研究会を組織し

(2005.5代表山本繁医師)，日本社会医学会 (仙台

市， 2005.6)を皮切りに，学会発表も行い，調査研

究の客観性をli竹:保 しつつ，報道機関の協力で情報発

信も行ってきた。生存被害者因子1:中氏の感性で歩

き，心をつなぐ遺族訪問，栗原の史料調査 ・行政資

料の開示経験と嘆覚，和気氏の鍛錬された科学的洞

察力 ・英語力，それら三者三様の個性ど手法が融合

しつつ作業が進んだことは，絶妙な出会いだった。

[結果】本事件のアウトラインは次のとおりであ

ろう 。

①GHQの指導のもど， 1948年，但界に例をみな

い強制!!1~fflì償の予防接種法が成立，ワクチン

の量産が求められていた。

②(財)大阪日赤医薬学研究所製，本件接種液の製

造過程で，ホノレマリン添加量の不足から， )i聖書

化に失敗 した工程があった。京都の Lot.1013号

では 1，000本のうち 500本に毒性が残存した。

③国家検定出版lの|燦，異なる 4工程で製造された

原液を，本来別ロッ トどすべきとこ ろ， 同一

ロットどして申請した。

④検定用試験品の抜取りが正しく行われず，!W，毒

{じされた製品のみが国立予防衛生研究所に送ら

れ検定を「すり抜け」た。また，同時期のジフ

テリア予防接種液の国家検定において，大量の

不合格品カ'/:1:¥ている状況も明らかになった。

⑤ii攻後， ジフ テリアの発生が激減する(i政争と感

染症)ことから本件予防接種の必要性すら検討

課題である。

@ 1948年 11月， まず京都市で被害発生，続いて

島根県の東部へ。翌年初頭まで、に死亡84;呂(京

都68，島根 16)，被害総数およそ 1，000名(郡

部でも 10名余りの被害，なぜか未公表)。

⑦被害者間関や遺族会が組織され，同盟は 1949

年2月， 島根県に支部をおいた。同盟は 「補償

法の制定も しくは予防接種法廃止」の要求を掲

げた。また，政党や労働界から抗議声明などが

あがった。

@国会の質疑において厚生省は原因をI壁昧にし，

GHQの指示のも とニュース映画の上映差 し止

め，映像のカッ トを求めた(日本ニュース155

号1948.12.28は短縮されたもの)。

⑨当時， 厚生省に意見を求められた法務庁は， 事

実関係を調査のうえで，国家賠償請求訴訟どな

れば国は敗訴するだろうから，死亡児の遺族に
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15万円の慰謝金を出すなどして訴訟を回避

することが双方にとって得策であるとした

(1949.2)。

⑮遺族会側は補償交渉の過程で「わが子の命は愛

玩犬よりも低く見られている」と行政側を批判

し，ー遺族30万円を要求した。一方，新聞紙

上で，戦死者遺族などを引き合いにして，被害

者側の要求をけん制する市民の発言も見られ

⑪被害者らは訴訟の準備をしたが，提訴に至らな

カヨった。

⑫厚労省文書には，補償交渉は妥結したという府

からの電話連絡があったと記録されているが，

同文書，京都府庁文書において，交渉妥結が確

認できる正式な文書は見当たらない。

⑬製造元関係者3名，試験品抜き取りなどを行っ

た大阪府職員 I名を被告とする刑事訴訟におい

て，製造元3名のみが有罪どされ，行政の責任

は不聞とされた。

⑪1970年の種痘禍を契機どして，閣議了解によ

る予防接種被害者の救済措置が始まるととも

に，本事件被害者への補償問題が京都市会，

府議会，国会で再燃し，被害者への被害実態

調査も実施された。 しかし追加の救済策が講

じられた形跡はない。

【考察】予防接種の被害救済問題は. 1970年の種

痘禍ど被害者による予防接種事故防止推進会の結成

を起点として語られ，薬事行政における薬害は，ス

モン ・サリドマイドが原点とされてきた。本事件の

調査 ・研究は絡についたばかりであるが，戦後薬

害，接種禍第I号事件であること，世界に類例のな

い「強制無補償」の予防接種制度の欠陥を指摘した

ことも明らかである。事件後60余年. 70年代の補

償問題再燃， 今日の被害者本人による検証へと，記

憶の中で浮き沈みするのは，正しく解明，解決され

なかったゆえである。そのことが後の予防接種行

政，薬事行政に何をもたらしたのか， 今後の調査研

究の課題は大きい。今まさに， 厚労省が薬害研究資

料館設置に関する検討に入る情勢にある(以下，ご

く一部の資料を紹介入

(くりはらあっし)

-資料A 被害者の思いに関する資料

A-l 小さな棺(日本ニュース155号 1948.12.28日本

映画社)

A-2 被害者家族の声 (1948.12.15京都日日新聞，

12.7に実施した該当編集局の記事より抜粋)

-山田iJml一氏.病院に入院させたくともつきそ

いの入手がなく止むなく自宅で、静養している

人々があることを認識してもらいたい。保健所

へ行っても二時間も三時間も待たされるのが現

状だ。医者を手分けして往診の医者をもっと増

やしてもらいたい。睦子は死んだが俊一 (5)

は目下死線をさまよっている状態で，もし全治

しても後マヒで一生一人前の人間として暮らし

ていけないのだからこうした者の生涯の生活保

証と損害賠償の規定を早急に実現出来るよう努

力することが問題で責任は製造元だけではすま

されぬと思う。

.II~得津武士氏:法律で予防接種を施行するこど

になっている以上政府に全責任がある。またこ

のような法があるから集団的に患者がでるので

法律を撤廃し個人意思で、予防注射をするように

しなければならない。府，市は政府の指示で

やったものだから責任はないが私の考えでは子

供が一生涯不具者で生きるより死んだ方がまだ

しも子供のためによいとさえ思う。親が生きて

いる聞は子供が不具になればなおさら可哀想で、

養うが，親が死んだ後不具の身でどうして生3

てゆけるでしょう 。

・倉本重男氏:信用して注射したのにこんなこ

とになり，それに対してわれわれの選んだ議員

は全 く冷淡なのはどうしても納得できない。国

家的の問題だから全力を挙げて処置にあたれ賠

償なんかもらって何になるか。たった一つしか

ない愛児の生命を何とかしてくれ。親の気持は

これだけだ。金では済まぬ問題だ。医者もいま
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最善の手当てをしてくれている。まJ'!.は必死の介

抱をしている政府はこの気持を汲んでくれてい

るのか0

・磯田正太郎氏:私は去る 11月5日ジフテリア

予防接種を受けて 8日すぐ府立病院へ入院した

長男2才の親である。そして今日まで 1ヶ月ど

3日は夢のようにすぎました。一昨8日には後

マヒのため夜 11時に突然ひん死の状態となり

宿直の医師から危とくを宣告されたときの気

持，家内ど 2人わが子の苦悩の顔をじっと見つ

めて名をよびながら泣きました。

・西田氏:私は今回の注射禍は個人の災難でも

あり市の災難でもある観点から当然国の災難，

すなわち困難ど考える。市では苦 しい財源面の

中から面倒そ見て下ざるが国の災難である以上

国が半IJ然どした責任をどり，こと人命に関する

問題だから肝腎の厚生省や大蔵省で予算の重点

切替えをするかして死亡者に対して慰籍料，生

存しても全治せず不具者となる者には一生の生

活保記を認め，さらに今後も予防注射に対して

は受けない者に罰金を謀す以上は事故や禍を生

じた者には逆に納得のし得る裏付の規定を設け

るのが当然のことと思う。

A-3 島根県遜摩郡(ニマグン)五十括村(イソタ

ケムラ)被害者決議文(厚労省文書所収)

今次当村の蒙りたるジフテリア注射禍は国家

監督不充分に起因するものにしてその寅任は国

家にありと思惟する

市も患部経過を見るに日々悪化の一途を辿る

のみにて本村に於いては既に三名の犠牲者を出

しその他も全く予測し得ず我々は他を見自らを

省みて憂慮自失の日日を送りつ、ある現状なり

是に対し国家は全責任を負い万全を前じ尚取

敢ず暫定措置として慰謝料どして即刻被害者各

自に対して一万円を支給しその誠意を披歴すべ

きである

右決議する

昭和二十三年十二月二十日

(被害者連名二O名省111各)

A-4 予防接積禍被害者同盟の要求(厚労省文書所

収)

(標題なし)

昭和tl三年十一月に施行せられました予防接

種法に基 く最初のジフテリヤ予防接種は，京都

市民及び島根廊下に於て八十三名の死亡者と

九百十二名生存犠牲者を出し， 今尚入院加療中

の者七名，自宅療養中の者六十名あります。

全快したものも幼児でありますので身体が虚

弱除病の併殺することを恐れて殆ど病児ど同じ

手数と保護を加えて居りますが，この事件が全

く|立界史上空前のものである矯めに椛患者の将

来強育，知能或は運動障害等について齢、からず

危慎するものであります。此の事は私共被害者

のみならず地許民(ぢもどみん)及び心ある

人々の感を同じくするところであります。

然るに政府に於ては未だに之が措置について

は公表されざる為めに或は治療費の一部を政府

支出ど解して憤激する者あり ，文は慰務金数拾

一倒回を受け取ったかの如 く云う者等巷間紛々の

説が流布されて居ります。政府に於て此の底置

に荏蒋日を送るならば今後に於ける予防接種施

行に大いなる支障を来し傍染病蔓延を助長する

は勿論， 予防接種法を空文化して遵法精神を姦

(みだ)すは火を観るよりも明であります。此

は私共の最も恐れるところであって 「禍をl隙じ

て福を招く J諺の如く此によって日本の細菌製

剤に一大覚限を促し|臨床醤祭に多大の賞献を耐

した尊い犠牲者に針して政府は速やかに最大の

弔慰ど慰絡を蔚し，之を公表することによって

民衆の予防鍛種に到する恐怖心を一掃すること

を巽(こいねが)うものであります。

放に私共被害者は左記のことを懇請 して速か

に解決し傍染病予防に一日も忽諸にすべからざ

る予防接種を納行されるこどを切望 して止みま

せん。 J1~くば私共の微意を御賢察の上最善の方

途を前ぜられんことを御願いする次第でありま

す。

左記

ー，椛患者の定期検診(年二回向う五か年!日D
一，権患者に無料診療券交付(五か年間)

一，無料診療券の期聞は状況によって短縮， 又
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は延長する

年回毎に死亡者の合同法要執行

弔慰金，慰藷金は最大のものでなければな

らぬ

一，予防後種補償法の制定又は予防接種法廃止

以上は副総理林厚生大臣が昭和 1=1三年 卜二月廿

五日京都府廠に於て被害者に公約された如く全

額国家補助のこと。

但し弔慰金，慰籍金は平均傾を支給，配分に

ついては各関係地方官憾に一任の上被害者代表

ど合議決定のこと

昭和口四年三月Ij三日

(住所省略)

予防接種禍被害者間関

委員長 (氏名省略)

(住所省略)

以上

予防接種禍被害者同盟島根11係支部

支部長 (氏名省111各)

.資料B 行政に関する資料

B-l GHQの指令(大阪府庁文書所収の訳文)

(大阪府縦罫紙に横書き)

総司令部

聯合図軍最高司令官

AG720 (昭和21.2.4)PH 

(SCAPIN-698) 

日本帝国政府ニ対スル覚書

東京中央連絡事務局経由

昭和21年2月4日

主題:ヂフテリア統制ニ関ス/レ件

1，日本ニ於テハ一般市民特ニ幼児ノ中ニヂ

フテリア移シク発生シ其死亡率極度ニ高ク之ガ

為保健上重大ナJレ危険ヲ醸成シッ、アリ

2，日本帝国政府ハヂフテ リア防Oノ為腐ク全

国民ヲ基盤 トスノレ

即刻且ツ臆汎ナノレ対策ヲ樹立スベシ

3，本防疫計歯jハ他ノ諸統制対策 卜共ニ下記項

目ニツキ特ニ重点ヲ注グモノ トス

a，全園民ヲ基盤トス jレ公認免疫素ノ製造並

ニ供給

b，生後 10ヶ月ヨリ 10才ニ至ノレ総テノ幼児

ノ免疫

C，適当ナノレ成果ノ評債記録

4，利用スベキ技術的方法ト共ニ実施計剖ヲ本

司令部ニ提出シ前以テ認可ヲ請クベシ

昭和21年6月 l日又ハソレ以前ニ於テ実施ノ

運ビトナノレ完全ナノレ実施計劃ヲオソクトモ昭和

21年3月l日迄ニ本司令部ニ提出スベシ

最高司令官ニ代リ H.Wオーレン

軍務局高級副官 旅団長 B.M フィチ代理

2月5日午前 11時受領

B-2 京都市の被害実態調査 (1971補償問題再燃に

際して)

状態 人数 % 

傷あともなく完治 25入 11.3% 

傷あとだけが残って体は異常なし 102 A 46.1% 

何らかの異常あり 86人 38.9% 

調査時点で死亡 8人 3.6% 

調査用紙送付 538人
回収数 221人(回収率 41.1%) 

1972.3.22衆議院予算委員会第3分科会で樋上新一

議員ど滝沢公衆衛生局長，斉藤厚生大臣の聞で行わ

れた質疑(第68国会衆議院予算委員会第3分科会会

議録3号)より作成。

.資料C 労働組合の決議文書(厚労省文書所収)

決議文

過般来ヂフテ リア予防接種デ本十一月七日現在

スデニ二 卜名(ママ)の幼児ガ死亡シ八百五十

名ニ及フ刀j児ガ病床ニシン吟シ死亡者ハ更ニ増

大ス/レ見込デアノレ，

ヵ、 lレ不詳(ママ)事件ガ予防接種法案ガ施行

サレタ最初ノ予防接種ニ起キタノレコト !立界ニモ

稀ナlレ重大事デアノレ，サキニ新聞ハ帝銀殺人事

件ヲ書キタテタJレカー今回ノ事件ガ強制力ヲモッ

タ法律ノカデ厚生省検定済ノ予防接種液デ政府

ノ強権ニ於テ行ノ、レタ殺人デアル点ソノ重大性

ノ、他ニ比ヲ見ナイ，シカjレニ政府ハソノ后救済

ニツキナス所ヤク言ヲ(つ)左右シテ救護ヲサ

ボリ却テ日映ニュース映画ノ同事件ヲ取扱タ部
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分ノカッ トヲ要求シ事ノ重大性ヲモミ消サント

シテイル，カノ昭電事件東宝弾圧等ニハ経費ヲ

オシミナク使ヒヵ、 Jレ非常ニサイシテ何等人民

ノ救済御束(オボツカつ)ナキハ政府ノ態度ハ

反人民的ファシスト的デアJレ卜断ゼ、ザ〉レヲ得ナ

イ，カノナチ政権下ニオイテサエモリューベツ

ク事何二ニ擦(ママ)シテハ死者ニ対スル賠償不

具者ニ対スlレ国家ノ 一生保証ヲ与エタ，民主政

治新憲法下ノ現政府ノ態度ハナチスラニ劣/レ態

度ト云フモ過言デハナイ，我々ハ国会調査団ノ

上浴スJレニ対シ左ノ事項ニツキ政府ノ責任ヲ追

求センコトヲ要求ス。

要求

一，受災者ノ救済慰シャ賠償

死者ニ対シ百万円ノ賠償，不具者ニ対シテ生涯

ノ生活保証，患者ニ対シ慰シャ料二十万円

一 責任者ノ追求，処罰

三，政府厚生省ノ謝ザイ広告，責任追求

四，予防接種法案ノ改正

五，医療機関ノ国管人民管理

右決議ス

全日本医療従業員組合京都支部

執行委員長飯田四郎

.資料D 報道映像

(写真左)NHKニュースおはよう日本 (2007.4.24)

(写真右)厚労省への陳情 (2007.4.23)

付記:京都府立総合資料館は歴史資料課渡辺佳子氏

を中心に， 2004年度途中に京都府庁文書の公開に

向けた作業に取り組まれ， 2005年閲覧が可能にな

りました。深く感謝申し上げます。

なお，京都市文書は2010年度内に閲覧可能どす

べく取り組み中どの連絡をいただきました。

(2010.8.8 栗原)

-第2報告

ジフテリア予防接種禍事件被害調査について

ー犠牲者・被害者の調査実態と調査者の思いー

田井中克人

(京都・島根ジフテリア予防接種禍事件研究会)

キーワード: ジフテリア禍事件，犠牲者，被害者，

訪問調査

本事件を記録した 『京都ジフテリア予防接種禍記

録』の死亡者名簿を初めて見たどきの衝撃は今でも

脳裏から離れることはない。

報告者の「今日の生は多くの犠牲者の上に成り

立っている」どの想いど事件調査の契機である。し

かし 『犠牲者宅訪問』という仕事は想像以上に困難

を極めた。

何しろ五十数年前の出来事である。家を探し出す

ためには古い住宅地図が必要で、ある。また転宅や行

政区分割や住所変更の壁もあった。居住地が判明し

でもご両親に出会うことは少なかった。お父さんが

ご存命であったのは一人， しかも入院中であった。

お母さんも既に鬼籍に入られている場合もあった。

存命のお母さん方は当然ながら 80歳から 90歳の

ご高齢である。当時は新聞 ・ラジオなどもあまり 普

及しておらず，事件の全容についてはほどんどご存

知なかった。ただひたすら瀕死のわが子の看病ど死

亡後は悲嘆の涙ど「私が注射に連れて行かなかった

らい」どいう自責の念に駆られた生活であった。

しかもその心情を最初から吐露していただけるこ

とはなし、。何度も足を運んだり ，自分をさらけ出し

て人間関係を結んだ、末の所産である。ご両親がおら

れず，ご兄弟さんの場合はさらにお話を聞きだすこ

どは不可能に近かった。お家の中に入れずインター

ホン越しで断られたこともあった。

このような多くの悲涙どの避遁は，病身の筆者の

身には縫えた。それでも 27軒の家を探し， 55人(京

都関係者延べ人数)の方から話を聞けたことは， 今

振り返ってもよくできたとの感慨を持つことができ

る。一調査者のモチべーションそ分析していただけ

ればど思う。しかし島根調査の場合はさらに困難を

極めた。このこどについてはNHK松江局制作

ヒューマンリポート 『薬害を風化させない』の映像

で補いたい(写真は大会論文集を参照)。
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料，京都新聞2008年 11月4日)。厚生労働省にとっ

て本事件に関わることは， wパンドラの箱』を開け

ることになるのかもしれなし、。かくも日本の戦後史

の聞の部分は，暗くて深いのである。

(たいなかかつひと)

特集大会企画シンポジウム l

-第3報告

ジフテリア予防接種禍事件の解明

学術調査・国会審議・裁判を経て決着した事件

の意外な原因ー

和気正芳

(高エネルギー加速器研究機構)

キーワード: ジフテリア禍事件，原因解明， GHQ， 

予防接種
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V昭和 24年 1月 19日京都新聞

1948年，京都・島根で起こったジフテリア禍事

件は， 85名の幼児が死亡する世界最大の予防接種

事故で、あった。当時は大事件として報道され，そう

そうたる面々による調査委員会が設けられ，匡l会で

も審議された。予防接種の創成期に，あらゆる努力

をしても避けられなかった痛ましい事i放として，製

造会社の作業員の過失が裁判で問われることで決着

を見た。その後， 事件の記憶は忘れ去られ，今日で

はこの事件の当事者は筆者など被害を受けた当日寺の

乳児たちを子支すのみどなっている。

本事件に再び光を当てたのは田井 I=!~克人 169 人

目の犠牲者」の出版だった。被害者を訪ね歩いて事

件の発掘をした文章に，触発され，報告者も事件の

詳しい真実を求めて調査を始めた。事件には 『京都

ジフテリア予防接種禍記録』 というかなり克明な公

式記録も残されているが，読み込むに従って，不可

解な箇所が自に付いてくるのを感じた。調査は厚生

省文書や当日寺の政権を握っていた GHQの文書に及

ばざるをえなカ3った。

結論から言えば， 事件の原因は全く 別のところに

あった。もちろん，直接の原因は，製造工程でのホ

jレマリン添加量の不足である。 しかし，ホルマリン

の添加量の調整が難しいことは知られた事実であ

り，何年か後のアメリカでのポリオワクチン被害も

同じ原因で起きている。そのために，国は厳重な検

査休制そ敷き，ワクチンの瓶には一つひとつ国の検

定証が張られていた。この事件は厳重なはずの検査

昭和23年事件当時のニュース映像も短時間では

あるが入っている(日本映画ニュース 『ジフテリア

禍その後j])。

島根には調査のため 4[9]足を運んだ。お会いでき

たのは犠牲者関係者3名，被害者 14名(延べ人数)

であった。京都ど比して，数が少ないのは当然地理

的な問題， 島根県西部全域に点在していることがあ

るが，県民の風土に根づし、た閉鎖的な問題もあると

思われる。テレビカメラによる取材に応じていただ

けた方は少数であった。

また島根ジフテリア予防接種禍の全貌を知ってお

られた方は皆無であった。

被害者調査では，少なからずの方が何らかの病気

で苦しんでおられることが分かった。また若くして

逝去されている方も存在 していた。病気の場合，加

齢からくるケースか本事件の後遺症かは判然としな

いが，被害者に共通する思いは， 1事件の全貌を知

らないJ1幼児期のことで記憶がなし被害者意識

が低い」ことが挙げられる。

いずれにしても本来このような調査はー研究会組

織や一個人で取り組むには自ずど限界がある。「国

民のi建康ど命を守る』ことを標携する厚生労働省の

任務であることは言うまでもない。

平成 19年4月23日に当研究会では，厚生労働省

に W1948年ジフテリア予防接種禍の健康被害調査』

の申し入れ行動を行い 『要望書』 を手渡した。 しか

その後同省からは何等の反応もない(配布資し，
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のすり抜けで起こったのだ。

事件が起こったとき，まず疑われたのは，注射器

の扱いで雑菌が混入したことだ。アレルギーなどの

特異体質も疑われた。なぜなら，同じロットの注射

液を使いながらも，被害はごく 一部の子どもたちに

限られていたからだ。それにもかかわらず，被害者

の数が何百ともなり ，被害が多くの地域にまたがっ

て起こっていることで，識者は一様に首をか しげ

た。緊急に再検査した同じロットの瓶から毒性が全

く発見されなかったことで， さらに原因は混迷し

た。

死亡者が増え，解剖の結果がジフテリア毒素によ

る中毒死であることが明らかになり，予防接種薬以

外に原因はありえないこととなった。再検査の枠を

広げるど，同じロット の中に毒性のあるものが混入

していることが分かった。調査委員会は製薬会社の

現場調査で，同じロットのものが実は四つに分けら

れて作られていたことを解明した。

見事な謎解きが行われた。匹|つに分けた一つにホ

ルマ リンの不足でジフテリ ア毒性が残り ，そのた

め，抜き取り検査である国家検定をすり抜け，同じ

ロットでも被害の有無が生じたというのだ。国会で

も厚生大臣がこの謎!砕きを得々と報告し，裁判でも

四つに分けて製造したことが原因とされた。これで

は同一ロットとして，いくら厳重に検査を しても発

見できない「不幸な偶然」も当然ありうるとされた。

当日寺， この謎解きに異論を唱えた人はいない。今

日から見ればこれは心理学でいうミスデイレクショ

ンどいうことになる。謎が深かったがゆえに， 一つ

の解に引きつけられてしまい，それ以外の可能性を

客観的に吟味することを思いつかなかったのであ

る。調査委員会もマスコミも裁判所もこの解明に異

論はなく ，事件は決着どなってしまった。

まともにランダムサンプリングを行えば，8本の

抽出で見逃される確率は9.91%しかないことは簡単

な計算で分かる。島根を含め3ロット続けてすり抜

ける可能性は0.01%にもならないのである。1960年

になって予研から発表された論文にはもっと細か

く，ロット内で番号そ付けた瓶の前半が無毒，後半

が毒性とはっきり分かれていたことが書いてあっ

た。ランダムサンプリングではなく ，おそらく，手

近な一番上の箱からだけサンフ。jレを取り出したのだ

ろう。検査のすり抜けは明らかな 「手抜き」による

ものだった。

しかし，どれが一番手近な上の箱にくるかはやは

りランダムだ。無毒の ものばかりが抽出されず，逆

に有毒のものばかりになる可能性もある。厚生省文

書にある検査表を改めて見直してみると，製造番号

に飛びがあることが分かつた。検査数からみると厚

生省が調べた検査表は不合格のものが除いてある。

驚いたことに不合格のほうが多い。問題のロットの

周辺ではほとんどが不合格である。技術力が不足

で，検査に合格するものがなく，検査の手抜きで，

たまたま形式的に合格したものを子どもたちに接穏

したことになる。 これはもはや意図的な殺人に近

し、。

なぜ，厚生省はそんな状態で，危険が目に見えて

いる予防接種を，無理に強行したのか? 実際には

跨踏した釘lも見受けられる。検査を 2月にしたにも

かかわらず，合格証をtl:¥したのは9月。新予防接種

法にもとづく第一回の接種の直前である。厚生省に

は，危険を犯してでも，どうしても予防接種をこの

H寺期に実施しなければならない事情があったとしか

考えられない。

ジフテ リアの被害が拡大 していたかと いうと，そ

うではない。戦時中増加しつづけ 10万人を超えた

ジフテリア発生数は， 1945年の終戦以降，暖房 と

栄養状態の改善 とともに急激な減少にil忌じ， 1948 

年には l桁近く 下がって，大流行に対するような接

種の緊急性はなかった。

予防接種を実施しなければならなかった本当の理

由はGHQへの思惑で、あった。内務省の外局から派

生し，戦争体制の一翼を担っていた厚生省は存亡の

危機にあった。新しい支配者である GHQに取り

入って生き延びることが何としても必要だったので

ある。

GHQが厚生省に対 してジフテリア予防接種の実

施を勧告 したのは 1946年まだジフテリアが猛威を

振るっているときだった。3カ月で実施体制を整え

ろという:1!!¥理な指令に「はい，やります」どいとも

簡単に答えている。その結果， iチフスを先行させ

る」どか 「学校区単位でやるために文部省どの調整

がいる」どか言い訳を続けて，予防接種法の成立

で，もはや言い訳の種も尽きてしまった。

このままでは厚生官僚の首を飛ばされかねない。

だから，厚生省は何が何でも実施するしかなかった
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のだ。このような事情はGHQ文書を発掘すれば，

その中に残されている。 GHQの予防接種指令も日

本の子供たちを憂いたものではなく， 実は上陸米兵

への感染を恐れたものだったし，製造会社は731部

隊の生き残りで構成されていた。ジフテリア禍は

「不幸な偶然」などではなく，戦後政治の閣が凝縮

したものだったのである。

こういったこどで，ジフテリア禍事件に隠された

意外な真実の経過経過が明らかにされたが， まだ謎

は残っている。毒素混入の直接的な原因であるホJレ

マリン添加量の不足は作業者の間違いによって起

こったとされているが，それだと，多くのロットで

毒素が混入したこどの説明が難しし、。作業者はうっ

かり間違いを何度も極めて頻繁に繰り返しことにな

る。

厚生省が指導した新たな製造方法自体に問題が

あった。731部隊出来のジフテリア菌そのものの力

値が低かったため，あるいは恒温糟設備がないため

に，ホルマリンの反応時聞を極端に短くしている。

そのために，ホノレマリンの過剰と不足がさらに微妙

になった。だから作業状態によって毒素が消えたり

残ったりした。無毒化を達成したワクチンも，おそ

らくホルマリンによる架橋過剰でその効き目はほと

んどないに等しいものだっただろう。 実際，事件に

よる予防接種の中断はジフテリアの流行に何ら影響

を及ぼしていない。

そもそもジフテリアの予防接種はジフテリア毒素

に対するもので「重症化を防ぐ」だけで，流行を押

さえるものではなかった。 しかしながら，効かない

予防接種を続けたにもかかわらず現在ではジフテリ

アどいう病気は，ほぼ絶滅している。ジフテリアの

流行は第一に栄養状態ど暖房に依存しているから。

生活状態の改善が寄与しているのはもちろんである

が， 1960年以降は指数関数的な減少になっている。

これには抗生物質の多用という 事情が反映されて

いる。ジフテリア菌などのグラム陽性菌は抗生物質

で容易に根治される。エリスロマイシンで3EIもあ

れば菌が消滅するこども 1960年ころには報告され

た。抗生物質が普及し，少しの風邪でも処方される

中で，ジフテリア菌ーそのものが死滅していったので

ある。野生のサノレなどのキャリア動物も少なくなっ

たこともあり，この 10年以上にわたって日本では

ジフテリア菌が見られていない。

現在のジフテリア免疫状態は，感染による獲得免

疫が皆無で，すべて予防接種によるものであり，極

めて弱い。幼児にしか接種しないので、成人で、はほと

んど免疫が残っていないくらいだから，予防接種が

流行を折lさえている状態では全くない。ジフテリア

菌がいないので発症がないだけである。このような

無駄な一斉予防接種は即刻止めるべきであろう。た

とえ国外から菌が持ち込まれたとしても，抗生物質

で駆除できるし，その事態が始まったどさに集中的

に接種をすれば良いだけである。

予防接種法が改正され，予防接種は強制ではなく

なったが，長い間に醸成された予防接種神話は根深

く社会を呪縛している。専門知識を持たない親に判

断が委ねられ， 子どもに接種させなかった場合の発

病が親の責任とされる中では，選択肢は心理学的に

非常に狭い。また事故が起こった場合には親どして

自責の念が極めて強くならざるをえない。こうした

心理的圧迫を取り除くには，予防接種の効果ど危険

性を公的にはっきりと評価するこどがどうしても必

要である。(わけまさよし)

-討論と総括1

予防接種被害による重度障害の実態と療育生活

田中真介

(京都大学)

キーワード:予防接種被害，集団訴訟，ジフテリ

ア， MMR，人間のお風呂，社会的交

換性，心理学の課題

1992年(平成4年)の秋，そ して翌 1993年(平成

5年)の 1月21日(木)に，京都大学の田中昌人教

授は，大阪高等裁判所へ予防接種被害集団訴訟の証

人質問のために出廷された。筆者も同行し，奥様の

滋賀大学 ・田中杉恵教授と 3人で京都から大阪に向

かった。お二人は，被害を受けて訴訟を提起した方

たちの 22名全員の実態調査と発達診断を実施され，

発達上の障害が，通常の知的発達遅滞'どは質的に異

なることを立証されていた。

大阪高裁に行く前に，阪急梅田駅の2階にある喫

茶庖で一息入れた。この時に MMRワクチンによる

被害の経過と状況を詳しくうかがった。被害の実態

そ長[Jったのは， この時が初めてだった。 しかし私
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は，子どもたちを感染症から守るためには，予防接

種は必要不可欠で、はないのですかと， 自分自身の考

えを率直に述べた。それに対して杉恵先生は，被害

を受けた方たちは生活そのものがたいへんなので

す， ど穏やかに， しかし強く 反論された。私は，例

えば麻疹にかかったら，日本だけで多数の躍患が

あって高熱が続き，さ らには年に 50人以上の子ど

もたちが死に至っている という実情があります，そ

れでもワクチンは不要どいえますか， と問い返した

記憶がある。

筆者自身， BCGワクチンによって重度の障害を

受けた乳幼児の療育研究を担っており，被害の実情

は体感していた。 しかし，それらの感染症そのもの

に権患して重篤な症状に苦 しむ子どもたちの ことを

思うど，予防接種を無下に否定する気持ちにはなれ

なかっ た。そういう時期だった。意見を交わす二人

の闘で，昌人先生は， iもっと研究が必要ですねJ

ど穏やかにどりなしてくださっていたように思う。

この時期，すでに MMRによる被害は全国に広

がっていた。だが国は依然としてこの欠陥ワクチン

を中止で、さないでいた。昌人先生は大阪高裁で、の証

言の仁I~で，ワクチンによ って被害を受け障害を持つ

に至った方たちへの今後の療育のあり方について，

「人間のお風呂」が大事だとして，次のような趣旨

のことを話された。

「家の中で一人でできてい ることも，それをさら

に家の外でその力が発揮できれば， さらに よりよく

生さる ことができますね。 しかし， 予防接種被害を

受けた方たちには特にそこに援助が必要です。 絶え

ず籾しい人がついていくか，あるいはその人とつな

がりのある人が受け止めていて，よく人間のお風呂

どいうんですけど，それがあって初めて，力が発揮

できる。そういうことでの配慮が必要ですね。温か

な，受容される人間関係によ って支えられなければ

いけない。そのような介護を充実させるどともに，

国が法制度を整えて被害者とその家族を支え，生涯

にわたって必要かっ適切で、心のこもった公的な救済

をしていくことが大切です。」

「家庭の中だけでの療育では， 発達的な貧 しさが

引き起こされがちです。力の発:fil'fの場が一つだけで

あると ，その人が持っている力を表せる場面が少な

い。-一決まりさったとこ ろで自分の持っている力を

表す しかなくて，自分の力がほんとうに太っ てい

く，普遍性を持っていくどいう条件がなくなってい

る。同じ寝たきりであっても，学校に行く，通所の

授産施設に行く ，といったことが可能ど なることに

よって，その一つの力が普遍性を持つ，普遍性への

両足を持つことになります。具体的には，他の人が

働きかけても， 表情が出てきたりします。…家庭ど

違って，鰍だったら泣くで しょうし，お風巴へ入れ

てもらうときにも，親が入れるのとは違う入れ方に

よるいろんな受け止めができますね。あやしても

らったり，そのことによって，ま見御lさんのほうも，wr
たに新鮮な関係を作って，自分に，本人に携わると

いう ふう に，両方が新鮮な関係を持って新しいつな

がりが作れるということですね。…ご両親や家族の

方々というのは，かけがえのない人閣の薬と しての

役割を果たされているど思います。」

ジフテ リア予防接種被害に遭われた方々とそのご

家族，そして後年，この MMRワクチ ンの被害を受

けた方々，そして裁判で原告側の被害児童 どそのご

家族を支援された多く の方々が， i人閣の薬Ji人間

のお風日」として子どもたちを支えるとどもに，人

間の持つ新たな可能性ど価値を休明され， それを支

える新たな社会のあり方を提起してこ られた。

本シンポジウムでは，①新たな資料をもとに， ジ

フテリア予防接種被害事件の実態 ・原因 ・救済の経

過に関する報告を受けた。その上で， ②被害を受け

た方たちとその家族への心理学的 ・社会的な援助の

あり方，および③ このような医療被害に対して，心

理学研究は何を 「問題」としてと らえ，それらの諸

問題どどのように取り組んでいくことが重要なのか

について討議 した。貴重な問題提起に感謝する。
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-討論と総括2

予防接種の被害と応用心理学会のこと

一被害者の発達保障を見すえる救済をめざして

栗原敦

全国薬害被害者団体連絡協議会

キーワード:ジフテ リア事件，健康被害救済制度，

発達保障

応用心理学会との出会い 1998年の日本応用心

理学会第65回大会(京都市，龍谷大学)において，

シンポジウム「予防接種被害ど応用心理学J，2010 

年同第77回大会(京都市，京都大学)でこのシン

ポジウム 「予防接種被害ど心理学の役割」が再び企

画されたことは， 特に予防接種被害者家族の立場か

らは意義深い。1993年頃に居住地京都府における

法定予防接種の健康被害に関する情報収集を行う過

程で田中真介先生(京都大学)に出会い， 1994年

の第28回全国障害者問題研究会全国大会(京都市，

立命館大学)に参加したことが契機どなって，田中

周さん，故田中昌人先生ファミリ ーとの出会いがあ

り，これらによって 98年龍谷大学で、の大会参加へ

と展開 した。

被害児と家族に寄り添う専門家集団:被害者家族

に関与してくる専門家は， まずは行政上の被害認定

を取り付ける際に，小児科医を中心どする予防接種

推進に熱心な先生たちであるが，被害認定の作業は

書面のみによるからその面々と対蘭することはない

し通常は名前すら知らない。併行して被害児の療育

の過程で発達の専門家ど出会うこどになる。前者は

因果関係の判断が主であり ，接徳行政に深いかかわ

りをもっているこどから，傾向ど して 「冷たい存

在」どいう 印象を持たされる。前者は後者と違い被

害児の未来に関与しない。後者は，主治医のいる病

院の発達相談や児童相談所の担当者であり ，対面

し， 時にその人となりまで感じ とりながらの「つき

あい」があり ，子供の発達に期待をもてるように関

わってくれる。

田中国人先生は予防接種禍大阪訴訟で，原告側証

人と して法廷に立たれた。それを田中真介先生が補

佐された。応用心理学会での予防接種被害の企画は

その方々による。田中真介先生は，新潟県胎内市で

MRワクチン接種後に発生 した健康被害の若手査請求

(因果関係が否認され，救済給付が不支給とされた

場合，それを不服とする当事者が都道府県に審査を

求めること)において，2010年，鑑定人ど して;昔、

見書をまとめられた。その事例は，計4名の鑑定人

すべてが認定すべき旨の意見を提出 したことから不

支給処分が覆され，救済された。なかでも同氏の鍛

定意見は複眼的な視点で、検討されており，関係性の

判断について問題提起を含む点で意義深いもので

あった。厚生労働省，その審査会委員にとって救済

が制度化された 1976年の予防接種法改正以来，審

査請求で諮ったケースは3例しかなかったし，田中

先生の意見書は異色だったと思われるが，はたして

それが委員に十分伝わったのか，議事録を見る限り

心もどない。推測するに，審査請求において作成さ

れる意、見書は， 医師か弁護士が書 くのであり， 子ど

もの発達の領域の専門家が意見を述べることは稀な

ことではなかったか。

予防接種やその他の医薬品の被害救済制度には

「保健福祉事業」 が規定されているものの，事実上，

救済の内実は金銭給付のみであり ，残された能力の

満面開花，または失われた能力の回復などに寄与す

る救済，発達保障を十分に意図する救済制度への発

展の契機として，故田中昌人先生の証言，田中先生

ファミ リーのお仕事，田中真介先生の意見書などに

「期待される役割」があるように思えてならない。

これらの証言や蹴定 ・意見書が公刊され， 貴重な成

果ど到達点が広く共有され大切に後世に伝えられて

いくことを期待したい。

昨今の予防接種制度の抜本的見直 しは，先進諸国

なみに多く のワクチンを導入することが主眼であ

り，接種総数が増えれば被害者数も必ず増加す

る。 しかし，救済内容深化の論点は皆無であった。
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1994年の改正までは，被害者の存在ど主張が，よ

り安全な接種制度を実現すべくその原動力となって

きたが，このところの法改正議論は，患者団体のワ

クチンを求める声の向こうに，製薬大企業の戦略が

見え隠れする「ワクチン礼賛」であり， 1994年改

正で予防接種法第 l条(目的)の後段に明記された

「健康被害の迅速な救済」は，それがどれほど促進

されたかを検証するに必要なデータを厚生労働省が

もちあわせていない(衆議院における質問と答弁，

阿部知子議員2010.6)。このような驚くべき事実に

象徴される通 り，見直し議論は極めてアンバランス

なもので，歴史的にみてあとずさりどいうべきかも

しれない。

ジフテリア事件検証，その後 (1)2010年3月末

までに厚生労働省は， 全国の中学3年生に配布する

社会科の副教材「薬害って何だろう ?J を作成し

た。その薬害年表に 1948年ジフテ リア事件が記載

された。今後の改訂ど指導者向け資料の公表に際

し，解説や資料紹介などを加えることになるが，ど

りあえず事件の風化はくい止めたといえる。2012

年度も全仁1:13生に配布されている。(2)すでに存在

を確認していたこの事件の現地，京都市，その市役

所文書(マイクロフィ jレム全2巻，計5，000コマ)

の件名目録が作成され， 2012年5月に初めての閲覧

が実現した。また， 2011年3月に，マイクロフィノレ

ムに撮影されずに埋もれていた原文書があらたに発

見された(段ボーlレ箱2箱)。そこには，1970年代

の補償問題が再燃した際に実施された健康調査に関

する文書も含まれている。それらの公開には，保存

処理と件名目録作成などのためしばらくの月日を要

する。ひきつづき，真相の解明，予防接種・ 医薬品

による被害者運動のあとづけ， 健康被害救済の充実

に向けて，地道な取り組みを続けたい。

(くりはらあっし)

新たに発見された京都役所文書

(恨影 ・提供/京都市 2011心

初めて文書を関覧する田井中克人さんら

(京都市役所 2012.5)
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